
 

 

 

 

 

１０月３日文化祭。保護者の皆様、地域の皆様、そしてご来賓の皆様、多くの方々に、生徒の発表を

温かく応援していただきました。本当にありがとうございました。この日のために努力を重ねてきた生

徒たちは、やってきたことを存分に表現できたように思います。 

クラスごとの課題を練習の中で克服してきた学級合唱。緊張感の中、とてもいい表情で歌う子供たち

の姿が輝いていたと思います。心をひとつに美しさ、力強さを増したハーモニー、それぞれのクラスの

進化を感じました。 

また、吹奏楽部の発表では、このメンバーでの演奏はこれが最後と思うと、感極まって涙する生徒に

もらい泣き・・・。素敵な矢中サウンドの陰には、並々ならぬ努力があったはずです。それを思うとま

たウルっと・・・。今回も、吹奏楽部の演奏は感動の連続でした。 

そして、文化祭全体をまとめるのが生徒会執行部。開祭式、閉祭式、モザイク画などの準備を進め、

当日も中心になって運営を行いました。閉祭式での生徒会長彪寿さんの心のこもった話も印象的でし

た。 

今回の文化祭では、矢中生の一生懸命さや力強さにふれ、改めて矢中生の素晴らしさや生徒の成長を

強く感じました。今回の頑張りを文化祭で終わらせず、これからの生活につなげていくことを大切にし

て矢巾中学校はこれからも進んでいきます。 
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 １０月５日、ＰＴＡ環境整備作業が行われました。土曜日の早朝から

約３０名の保護者の方にお集まりいただき、ベランダや非常階段等をき

れいにしていただきました。ありがとうございました。矢中四大スロー

ガンの中に「歴史を磨く清掃」というものがあります。きれいな校舎で

学習できることに感謝しながら、より一層清掃活動にも取り組んでいき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

ステージにモップをかける執行部。 

ありがとう！ 

文化祭も、駐車場利用やホール内の入れ替え等、保護者の皆様のご協力により大きな事故もなく無

事に終えることができました。いつも保護者の皆様に支えていただきながら矢巾中学校の教育活動

を進められていることを実感しています。本当にありがとうございます。 

田植え！ 


